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皮膚をみる人たちのための化粧品知識

美白製品とその作用

田 中  浩 *

Skin Whitening Products and Their Effects
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Abstract
In Japan, there are values that prefer the state where the skin is white and has no spots or dullness. Therefore, spots and 

freckles are becoming one of the skin troubles for many consumers. The term “skin whitening” is used as a term referring to 
skin care for skin troubles such as spots and freckles. Products used for skin whitening purposes, so-called whitening prod-
ucts, generally refer to quasi-drugs containing skin whitening active ingredients. Various mechanisms of action for skin whit-
ening have been elucidated so far, and various skin whitening active ingredients have been developed accordingly. In this 
article, the functional mechanism of skin whitening active ingredients blended in skin whitening quasi-drugs and the effects 
on human skin were outlined.
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1. は じ め に

日本では，「色の白いは七難隠す」ということわざが
あるように，古くから肌が白くシミやくすみがない状
態を好む価値観が存在する。それゆえ，シミ，ソバカス
は，多くの消費者にとって肌悩みの一つとなっており，
シミ，ソバカスなどの肌トラブルに対するスキンケアを
指す用語として「美白」という言葉が用いられている。
古くは「うぐいすのフン」が色白になる洗顔料として利
用されていたといわれているが，美白製品の開発が本格
的に進み始めたのは1960年代からである。近年，消費
者の美白に対する関心の高まりに伴い美白製品の需要が
増大し，今では日本におけるその市場規模は2,000億円
を超え，スキンケア製品の5分の1以上を占めるまでに
なったとされる。本稿では，美白製品とその作用につい
て概説する。

2. 美白製品の定義

美白とは，シミ，ソバカスなどの色素沈着が少なく，
明るく美しい肌を目指すことであり，そのためには，
「日焼けによるシミ，ソバカスを防ぐ」，「メラニンの生
成を抑え，シミ，ソバカスを防ぐ」，あるいはこれらに
類似した効能を表示できる医薬部外品を用いることが一

般的である。これらには，厚生労働省が美白効果の有効
性と安全性を認めた美白有効成分が配合されており，現
状，十数種類の美白有効成分が認可を受けている。すな
わち，美白製品とは，美白有効成分を配合された医薬部
外品と定義することができる。

3. 色素沈着のメカニズム

ヒトの皮膚色は，主に4種類の色素，すなわち，メラ
ニン，カロチン，酸化ヘモグロビンおよび還元ヘモグロ
ビンにより決定されるといわれている。その中で最も重
要な因子はメラニン色素であり，その量と分散状態によ
り各個人の皮膚色は決定される。メラニンは，フェノー
ル類物質の酵素的酸化により形成された高分子の色素の
総称であり，微生物から植物，昆虫，魚類，爬虫類，哺
乳類に至るまで広く存在する。ヒトの皮膚のメラニン
は，表皮基底層に分布するメラノサイトのメラノソーム
（melanosome）と呼ばれる細胞小器官において合成され，
ケラチノサイトへと受け渡される 1, 2）。メラノソーム内
におけるメラニン生合成経路を Fig. 1に示す。まず，出
発物質であるチロシン（tyrosine）がドーパ（DOPA）を
経てドーパキノン（DOPA quinone）へと本経路の律速酵
素であるチロシナーゼ（tyrosinase）によって変換され
る。システイン存在下では，ドーパキノンはシステイニ
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